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審 査 結 果 の 要 旨
 
 特発性大腿骨頭壊死症は著しく股関節機能が障害される疾患であり，患者の半数以上がステ
ロイド投与歴を有する．近年，基礎研究では dynamic contrast-enhanced MRI (DCE-MRI)を用い
てステロイド投与後早期に骨内の血流低下が生じていることが明らかになっている．骨内の血
流の維持が骨壊死の予防に重要であると考えられる．一方，電気刺激は血管拡張および血管新
生の作用を有するため，ステロイド投与後の骨内の血流低下を抑制する可能性がある．本研究
の目的は DCE-MRI を用いた家兎ステロイド性骨壊死モデルにおける電気刺激後の大腿骨内の
血流評価および電気刺激による骨壊死の予防効果の検討である．  
 申請者は，雄性日本白色家兎 14 羽に酢酸メチルプレドニゾロン 20mg/kg を投与し家兎ステ
ロイド性骨壊死モデルを作成した．7 羽を対照群とし，残りの 7 羽に電気刺激を 1 日 10 時間，
ステロイド投与日から 2 週間後まで行い電気刺激群とした．ステロイド投与前，投与後 1，5，
10，14 日目に DCE-MRI で骨内の血流を評価した．両大腿骨の関心領域内の信号強度を経時的
にプロットした time signal intensity curveを解析し，評価項目として enhancement ratio（ERと略），
initial slope（IS と略）および area under the curve（AUC と略）を算出した．ER，IS および AUC
についてそれぞれの群でステロイド投与前の値と投与後の最小値を比較し，経時的変化を解析
した．経時的変化を両群間で比較した．組織学的に骨壊死の発生した個体数を評価した．  
 対照群では全評価項目でステロイド投与後の最小値は投与前に比べ有意に低下したが，電気
刺激群では低下しなかった．対照群では全評価項目で経時的な変化はなかったが，電気刺激群
では全評価項目が経時的に増加しステロイド投与後 10, 14 日目で投与前より有意に高値となっ
た．電気刺激群において AUC はステロイド投与後 5 日目以降で，ER は 10 日目以降で，IS は
14 日目で対照群よりも有意に高値であった．対照群 3 羽に骨壊死を認めたが、電気刺激群では
認めなかった． 
 本研究では, 対照群でステロイド投与後に全評価項目で最小値が低下したが電気刺激群では
低下しなかったため，電気刺激がステロイド投与後早期の骨内の血流低下を抑制したと考えた．
さらに，電気刺激群では全評価項目が経時的に上昇し対照群と比べて有意に高値であったため，
骨内の血流が経時的に増加したと考察した．本研究結果から，電気刺激直後の血管拡張が血流
を維持し，続発する血管新生が血流を増加させることで，骨壊死の発生を抑制した可能性があ
る．  
以上が本論文の要旨であるが，電気刺激がステロイド投与後早期の骨内における血流の低下
を抑制し，経時的に増加させることで骨壊死を予防する可能性があることを明らかにした点で，
医学的に価値ある研究と認める． 
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